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鹿
児
島
県
獅
子
島

◆
ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
化
石
の
発
見
で
話
題
と
な
っ
た
島

　

獅
子
島
は
、
鹿
児
島
県
の
北
西
部
に
あ
る
長
島
の
北
東
約
四
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
七
郎
山
（
三
九
三
メ
ー
ト
ル
）
を
最
高
峰
と
す

る
丘
陵
地
帯
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
島
の
北
部
一
帯
は
雲
仙
天

草
国
立
公
園
の
一
角
に
あ
た
り
、
豊
か
な
自
然
と
人
と
の
共
生
が
み

ら
れ
る
。
産
業
は
漁
業
（
ブ
リ
養
殖
）
や
農
業
（
柑
橘
栽
培
）
が
盛
ん
で
、

平
成
二
〇
年
に
は
ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
の
化
石
が
発
見
さ
れ
て
話
題
を

呼
ん
だ
人
口
約
七
七
〇
人
の
島
で
あ
る
。

　

平
成
二
年
に
は
約
一
二
〇
〇
人
を
数
え
た
住
民
は
年
々
減
少
し
、

高
齢
化
率
は
四
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
人
口
減
少
と
と
も
に
高
齢
者
が
多

い
島
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
の
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
に
、
島
全

体
の
観
光
振
興
を
は
じ
め
一
次
産
業
の
振
興
に
力
を
入
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
実
施
し
て
い
る
が
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
状
況
に
あ
る
。
観
光
振
興
に
お
い
て
、
島
外
か
ら
の
観
光
客
を
呼

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
や
先
進
地
視
察
、

特
産
品
販
売
な
ど
の
試
み

び
込
ん
で
交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
、
定
住
促
進
に
つ
な
げ
る
た
め

新
た
な
施
策
が
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、
農
業
漁
業
の
振
興
策
に
つ

い
て
も
、
離
島
の
抱
え
る
問
題
点
だ
け
で
な
く
、
離
島
ゆ
え
の
利
点

を
生
か
し
た
施
策
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

◆
定
住
住
宅
の
確
保
や
他
島
の
視
察
、

　
遊
漁
船
に
よ
る
漁
業
体
験

　

観
光
と
農
漁
業
の
振
興
に
よ
っ
て
定
住
促
進
を
図
り
、
人
口
の
減

少
を
抑
え
る
た
め
の
新
た
な
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
昨

年
か
ら
「
離
島
活
性
化
交
付
金
」
を
活
用
し
た
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。

　

獅
子
島
の
人
口
増
加
を
目
的
に
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
向
け
の
住
宅

を
確
保
す
る
た
め
、「
獅
子
島
定
住
促
進
事
業
」
と
し
て
町
の
既
存
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住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム
。
キ
ッ
チ
ン
・
洗
面
所
・
風
呂
・
ト
イ
レ
・
畳

な
ど
の
内
装
を
改
修
す
る
こ
と
で
、
都
市
部
か
ら
の
入
居
者
を
受
け

入
れ
る
環
境
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
年
間
一
戸
の
住
宅
を
改
修
、

三
年
間
で
三
戸
を
目
標
と
し
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
受
け
入
れ
て
人

口
の
増
加
を
図
り
た
い
。
現
在
は
、
平
成
二
五
年
度
に
一
戸
の
改
修

が
終
わ
り
、
入
居
者
を
募
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
島
の
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
新
た
な
事
業
の
展
開
な
ど

に
よ
る
人
口
増
加
や
定
住
促
進
を
目
的
に
、「
観
光
・
交
流
拡
大
の

調
査
研
究
事
業
」
と
し
て
、
他
の
離
島
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る

施
策
や
、
そ
の
地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
な
ど
か
ら
も
多
く
の

意
見
や
現
状
を
見
聞
き
す
る
こ
と
に
よ
り
、
獅
子
島
に
即
し
た
観

光
・
交
流
事
業
の
企
画
づ
く
り
も
あ
わ
せ
て
実
施
し
た
。

　

平
成
二
五
年
度
に
は
、
獅
子
島
の
住
民
一
一
名
で
、
広
島
県
三
原

市
佐
木
島
へ
の
研
修
視
察
を
実
施
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
や
学
校
跡
地
の
活
用
状
況
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
や
特

産
品
開
発
な
ど
に
つ
い
て
研
修
と
交
流
を
行
っ
た
。

　

研
修
視
察
に
参
加
し
た
住
民
か
ら
、「
島
を
訪
れ
た
観
光
客
な
ど

か
ら
、
島
の
特
産
品
販
売
所
は
な
い
か
と
の
問
い
合
わ
せ
が
多
い
」

八代海に位置する獅子島の全景。

都市部からの入居者を受け入れるため、既存住宅のリ
フォームを実施。

特産品の試験販売を実施するために臨時開設した「獅子島屋」。
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と
の
意
見
が
あ
り
、
佐
木
島
で
の
研
修
を
参
考
に
、
試
験
的
に
特
産

品
販
売
所
「
獅
子
島
屋
」
を
二
日
間
に
わ
た
っ
て
臨
時
開
設
し
、
販

売
試
験
を
実
施
し
た
。
観
光
客
だ
け
で
な
く
住
民
に
も
評
判
が
良
か

っ
た
が
、
獅
子
島
の
特
産
品
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
品
数
を
増
や

す
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
試
験
販
売
を
ふ
ま
え
、
こ
れ
ま
で
島
に
な
か
っ
た
特
産
品
販

売
所
お
よ
び
観
光
案
内
所
の
建
設
を
計
画
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
観
光
交
流
事
業
と
し
て
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
「
ブ
ル

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
」
に
よ
り
、
漁
民
の
方
が
遊
漁
船
の
資
格
を
取

得
。
こ
れ
に
よ
り
、
個
人
向
け
ツ
ア
ー
を
企
画
、
遊
漁
船
を
利
用
し

た
「
ご
ち
網
漁
業
体
験
」「
た
こ
つ
ぼ
漁
体
験
」「
養
殖
い
け
す
餌
や

り
体
験
」
を
試
験
的
に
実
施
し
た
。
参
加
者
の
評
判
も
良
い
た
め
、

漁
業
者
の
新
た
な
事
業
と
し
て
平
成
二
六
年
度
か
ら
正
式
に
実
施
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

環
境
や
条
件
の
違
う
離
島
で
研
修
と
視
察
を
実
施
す
る
こ
と
は
、

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
島
を
見
直
し
、
島
に
適
し
た
事
業
や
新
た

な
発
見
を
通
し
て
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
活
性
化
策
を
考
え
る
機
会
に

も
な
り
、
住
民
の
意
識
改
革
に
も
つ
な
が
る
。
今
後
は
研
修
を
重
ね

な
が
ら
、
現
在
実
施
し
て
い
る
事
業
を
生
か
し
、

観
光
・
交
流
拡
大
、
産
業
の
振
興
に
よ
り
定
住

促
進
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

◆
市
町
村
財
政
負
担
の
軽
減
を

「
離
島
活
性
化
交
付
金
」
は
、
離
島
が
抱
え
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
な
ど
を
少
し
で
も
改
善
す
る

た
め
に
必
要
な
制
度
だ
が
、
各
市
町
村
が
事
業

を
実
施
す
る
場
合
、
市
町
村
の
負
担
が
大
き
く
、

財
政
的
に
実
施
で
き
な
い
場
合
も
想
定
さ
れ
る
。

今
後
、
市
町
村
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
で
き

れ
ば
、
さ
ら
に
事
業
を
実
施
す
る
市
町
村
が
増

え
、
離
島
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思
う
。�

■

住民主体の「ブルーツーリズム事業」による、養殖いけすでの餌やり
体験。

遊漁船を利用した「ごち網漁業体験」や「たこつぼ漁体験」
の試みも。


